
 巻 頭 言
　常務理事　川原 昌巳

今年6月より福祉共済部常
務理事を拝命いたしました
川原でございます。組合員
の皆様には、日頃より当組
合の事業運営にご理解とご
協力を賜り、厚く御礼申し
上げます。

医業経営におきましては、
ご自身やご家族の「万が一」
への備え、将来の資金準備、
共に働くスタッフの処遇や
退職後の生活保障など、先
生方が向き合うべき課題は
少なくないと存じます。

福祉共済部では、こうし
たニーズにお応えするため、
様々な制度をご用意しております。一般の生命保険
より割安な保険料で万一に備える「グループ保険（死
亡保障）」、有利な予定利率で将来の資金を計画的に
準備できる「年金保険」、従業員様の退職金を準備
する「特定退職金共済」、経営者ご自身の退職金準
備のための「小規模企業共済」、そして一般の生命
保険契約を団体扱いにすることで割引が適用される

「団体扱い生命保険」など、いずれも組合員の皆様
のために整備してきた、いわば特典ともいえる制度
です。

しかしながら、その内容や活用方法がまだ十分に
知られていない部分もあると感じております。今後

は情報提供や相談体制の充実に努め、より多くの組
合員の皆様にご活用いただけるよう制度の周知に努
めてまいります。

また、名医㈱保険事業部との連携をさらに強化し、
きめ細やかなサービスの提供に努めてまいります。
ご不明な点やご相談などございましたら、お気軽に
お声がけください。

今後とも、組合員の諸先生方のお役に立てるよう、
役職員一同、一所懸命努力してまいる所存ですので、
何卒よろしくお願い申し上げます。
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今回は最終回。ウイスキーの豆知識につきお知ら

せしたい。お酒の席でそれとなく語る「うんちく」

の参考になればと考えている。

【ウイスキーの発祥の地は？】
アイルランド説とスコットランド説がある。アイ

ルランド説は1172年イギリス王のヘンリー2世が、

アイルランドに侵攻した際「地元の民衆がウスケボー

（ケルト語）と呼ばれる大麦の蒸留酒を飲んでいた」

との報告を受けていた。アイルランドでは12世紀

にはすでに大麦から造られた蒸留酒を飲んでいたよ

うなのである。

一方、スコットランド説は1494年のスコットラ

ンド王室財務省の記録に、「王命により修道士ジョ

ン・コーに8ギルのモルト（大麦）を与えアクアビッ

テ（ラテン語で生命の水）を造らしむ」という記述

がある（ウイスキーに関する最古の文献）。強い酒

には不老不死の効果があると信じられ、後にオード

ビー（仏語で生命の水）と呼ばれ当時は薬として使

われていたようだ。正確なところは不明で、どちら

の国も譲れない状態。現在も結論は出ていない。

【ウイスキーの綴
つづ

りの違い】
ウイスキーのスペルを見ると、最後が「KEY」

となるものと「KY」となるものの2通りがある。

どのように使い分けされているのだろう。答えは、

WHISKY（Eが入らない）はスコッチウイスキー、

カナディアンウイスキー、ジャパニーズウイスキー

で、スコッチウイスキーを学び発展したウイスキー

が使用している。一方、WHISKEY（Eが入る）は

アイリッシュウイスキー、アメリカンウイスキー（ア

メリカンウイスキーはどちらもあるがEが入るタイ

プが多い）である。これはアメリカではアイルラン

ド移民による蒸留所が多かったためと言われてい

る。前項でもお知らせしたがウイスキーの発祥には

スコットランド説とアイルランド説とがあり、論争

となっている。そこで、アイリッシュウイスキーは

スコッチウイスキーとは違うとの意思表示のため綴

りを変えたとも言われている。しかし、KEYはカ

ギの意味。Eの入らないスコッチ系（KY）の綴り
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のウイスキーを飲むときは、心のカギ（自制心）を

しっかり持って飲み過ぎないようにしていただきたい。

【個性の強かったスコッチウイスキーが世界に
広がった理由】
1707年にスコットランド王国がイングランド王

国に併合され、グレートブリテン王国となったが、

スコッチウイスキーはイングランド人にとっては「泥

臭い田舎酒」だった。スコッチウイスキーはモルト

（大麦麦芽）のみを原料とするシングルモルトウイ

スキーで個性が強く「ラウドスピリッツ」とも呼ば

れていた。また、1831年に実用化された連続式蒸

留機により、大麦以外にトウモロコシなどの多種の

穀類を使い、個性が穏やかで軽い飲み口のお酒を造

ることが出来るようになった。これをグレーンウイ

スキーと言い「サイレントスピリッツ」とも呼ぶよ

うになった（サントリーの知多はこれにあたる）。

このグレーンウイスキーが開発されたことにより、

モルト原酒とグレーン原酒を混和した飲みやすく洗

練された味わいのブレンデッドウイスキーがこの時

期に誕生したのである。

一方、1860～80年代にかけフィロキセラ（アブ

ラムシの1種）というぶどうの樹に寄生する害虫が

ヨーロッパ中で猛威をふるった。当時のロンドンで

食後酒といえばブランデー（ワインを蒸留したお酒）

が主流だったが、フィロキセラの被害でブドウ畑が

壊滅し、ワインやブランデーを造ることができなく

なった。ロンドンではやむなくブランデーの代わり

にスコッチウイスキーに手を伸ばすことになったが、

折しも飲みやすくなっていたブレンデッドウイスキー

の登場と重なり、ロンドンにそしてヨーロッパ中へ

と広がっていった。

スコッチウイスキーが世界に広がった理由は、こ

れら2つの偶然が重なったためと言われている。

【ウイスキーの度数とボトル容量の変化】
従来イギリスでは19世紀に75ブリティッシュプ

ルーフ（日本の43度）が標準と定められ、アメリ

カでは80アメリカンプルーフ（日本の40度）が標

準と定められていた。そのためウイスキーのボトル

はワインボトルに準じてそのサイズは750mlでア

ルコール度数は43度が主流であった。

しかし1990年頃から、アルコール度数も43度

ではなく40度と変わり、ボトルサイズも700mlの

ものが主流になってきた。EUが主導した国際規格

（1989年）で「ウイスキー」と名乗ることができる

のは度数が40度以上で、ボトルサイズを700mlと

規定したためらしい。その頃から消費者のライト志

向や健康志向にも合わせて、ウイスキーらしさを失

わない範囲で対応した40度という下限の度数の製

品が増えてきた。そして、一部のヘビードリンカー

向けではない多数派向けのマーケティング、同量の

原酒（加水でアルコール度数を調節）から作ること

のできるボトルの本数が多くなる、などといったビ

ジネス面からも変わってきたのではないかと言われ

ている。

【ウイスキーの液量単位】
ウイスキーをはじめアルコール度数の高い酒に関

して、一杯をワン・ショットという。アメリカで始

まった表現で「強い酒を一杯」の意味らしい。当時

のアメリカではウイスキーに関する基準がなかった

ため、度数も不明でかなり強いウイスキーをストレー

トで飲んでいたようだ。西部劇には荒くれ男たちが

酒場でショットグラスの酒を一気に飲み干し、しぶ

い顔をするシーンが良く登場する。素性の分からな

い粗悪な危険なお酒を飲む訳だから、命がけだった

のかもしれない。

ワン・ショットに明確な規定量はないが、アメリ

カでは1オンス（約30ml）が標準的。ただジガー

（jigger）という液量単位があり、ワン・ジガー

45mlをワン・ショットとして注ぐ店もある。ショッ

トの表現は1930年代にイギリスにも伝わったが、
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イングランドとスコットランドではその液量は異な

る。イングランドではワン・ショットは45mlが標

準的。スコットランドでは60ml。アイルランドで

は75mlが多いようだ。さすがはウイスキーの本場

は飲む基本量も違う。

【NAS（Non age statement）ボトルのラベル
に年号が無くなった理由？】（響を例として掲載）
ウイスキーのラベルにある年数表記の意味をご存

じだろうか。その表記の年数より若い原酒を混ぜて

はいけないというルールを示したものである。

しかし最近は、年数表記が無

い（NAS）ウイスキーを多く

見かけるようになっている。ウ

イスキー業界では今後しばらく

このNASのウイスキーが増え、

年数表記されているウイスキー

に対して占める割合も増えると

予測されている。理由は2007

年から2012年の5年間で、9年

以上熟成したウイスキー原酒の

ストックが25％も減少したた

めと言われている。ウイスキー

の場合モルトにしてもブレンデッドにしてもその多

くが「10年」、「12年」、もしくはそれ以上の年数が

つけられたものが販売されているため、9年以上の

熟成原酒が25％も減ってしまったということは、

それだけ10年以上の年数をつけたウイスキーを造

ることが困難になったわけである。ウイスキー業界

は、スコッチに限らずバーボンやジャパニーズも、

需要がこれほどの勢いで急速に伸びるとは想像もで

きなかったことから、この時期（ウイスキーの氷河

期）の原酒の仕込みを大幅に減らしていたことが原

因と考えられている。沢山の蒸留所が閉鎖や休止に

追い込まれた程、1980年代から1990年代前半のウ

イスキー不況は深刻だったようだ。

しかし、NAS表記のウイスキーは熟成という意

味ではマイナスのイメージはあるが、逆にその特徴

と魅力として　①年数表記に縛られず原酒が使用で

きるため、ブレンダーがその手腕を存分に発揮でき

る②ある熟成年数の原酒が少なくても、別の年数の

原酒を利用し商品を作ることができるのでウイス

キーの供給が安定する③熟成年度が長いとどうして

も価格は上がるが、価格の高低が味わいに直結する

とは限らず、コストパフォーマンスが良い　などの

利点があげられている。

【色が濃いウイスキーは熟成年が長い？】
以前お知らせしたがウイスキーの色は樽の種類に

よって決まるので、必ずしも熟成年数には比例しな

い。シェリー樽は色が付きやすく、バーボン樽はあ

まり色が付かないようである。

【ジャパニーズウイスキーの黎明期】
日本に初めてウイスキーが伝わったのは、1853

年（嘉永6年）の「黒船来航」の時。この船でウイ

スキー（おそらくアメリカン）が持ち込まれ、交渉

にあたった日本側の役人や通訳に振る舞われた。2

度目の来航時には、13代将軍・徳川家定にアメリ

カンウイスキーが1樽献上されたという記録が残っ

ている。

1858年（安政5年）

の日米修好通商条約

締結により、少しず

つウイスキーが輸入

されるようになった。

1867年（慶応3年）

に出版された福沢諭

吉の著書「西洋衣食

住」に「ビール」「ウイスキー」「ブランデー」に関

する記述がみられる。また、1873年（明治6年）

岩倉使節団が欧州訪問から帰国した際「オールド・

パー」を持ち帰ったという逸話が残っている。
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1902年（明治32年）に日英同盟が締結されてか

らは、本場のスコッチの輸入が増加している。日本

が関税自主権を回復したことにより輸入品への課税

も始まったため、国内で本格的なウイスキーを作ろ

うという機運が出てきている。

何といってもジャパニーズウイスキーの歴史は2

人の男の情熱から始まっている。一人は日本で初め

て国産の本格的ウイスキー

を発売した寿屋（のちのサ

ントリー）創業者　鳥井信

治郎（左）と、もう一人は

スコットランドに留学し本

格的なウイスキー造りを学

んだ、（のちのニッカ）創業

者NHKの朝ドラで有名になったマッサンこと竹鶴

政孝（右）だ。信治郎と政孝

は別々の道を歩むことにはなっ

たが、目指すところは同じで

美味しい国産ウイスキーを作

ること。信治郎はサントリー

の『角瓶』、政孝は『ニッカウ

ヰスキー』を誕生させ、いま

やジャパニーズウイスキーが世界の5大ウイスキー

の一つとして世界に認められる礎を築いたのである。

最後に【ウイスキーは健康に良いお酒？！】
「酒は百薬の長」といわれるように、適量のお酒

は健康増進にもつながると言われている。なかでも

ウイスキーは、体に良いとされている成分を多く含

んでいるようだ。

①�「エラグ酸」：ポリフェノールの一種で、糖尿病

の合併症を引き起こす酵素の働きを弱める作用が

あり、その効果はお茶や赤ワインよりも強力と言

われている。

②�「リオニネシノール」：シミの原因となるメラニ

ン色素合成を引き起こす、チロシナーゼの働きを

抑制する酵素が含まれている。

③�「糖分」：ウイスキーには糖分がほとんど含まれ

ておらず、その量はビールの250分の1、日本酒

の350分の1程度と言われている。

④�「プリン体」：痛風の原因となるプリン体を含ま

ないうえ、プリン体が尿酸を生成するのを抑制し

たり、尿酸を排出しやすくしたりする作用もある

ようだ。

など、健康が気になるがお酒はやめられないとい

う方は、晩酌を少量のウイスキーに変えてみるのも

いいかもしれない。しかし、アルコール度数は高い

ので飲み過ぎには注意が必要である。

以前から、ウイスキーはアルコール度数が高く、

一人でちびちび飲むお酒で何となく暗い感じがして

いた。しかし、今回連載の機会をいただき、ウイス

キー好きが知り得た知識のいくつかをお知らせして

きたわけだが、「連載、面白く読んでる」「ウイスキー

に興味がわいた」「飲みに連れて行ってほしい」など、

うれしいお声掛けをいただく機会が増え、ウイスキー

に興味を持っていただいた方が少しでも増えたこと

はうれしい限りである。

ウイスキーの世界はまだまだ奥が深く多種多様な

ウイスキーが存在する。そして、日本でも40以上

のクラフト蒸留所が立ち上がり、それぞれ個性を求

めてこだわりのジャパニーズウイスキーを造り始め

ている。皆さんもお気に入りのバーで、いろいろな

ウイスキーを飲み比べ、楽しんでいただきたい。私

も残り少ない人生、寿命を縮めない程度に楽しんで

いきたいと考えている。

つたない連載を最後までお読みいただき大変感謝

しています。

【参考文献】
「�ウイスキー：その魅力と知識を味わう芳醇本」�
博学こだわり倶楽部編。河出書房出版
「ウイスキーの教科書」橋本孝司。新星出版社
「ウイスキー　完全バイブル」土屋守。ナツメ社
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購 買 部 だ よ り
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健 診 部 だ よ り
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福 祉 共 済 部 だ よ り
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名 医 ㈱ だ よ り （保険事業部）
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名 医 ㈱ だ よ り （ORCA推進事業部）
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訃 報

●寺田　明彦　（64 歳）　南区　2026 年 5 月 23 日

●高橋　順也　（93 歳）　東区　2026 年 6 月  7  日

●横地　浩史　（90 歳）　西区　2026 年 7 月 15 日

●志村　昭夫　（84 歳）　中村区　2026 年 8 月  4  日

●浅野　多一　（93 歳）　中川区　2026 年 8 月 19 日

●近藤　彰徳　（74 歳）　瑞穂区　2026 年 9 月  5  日

ご冥福をお祈り申し上げます。

○�橋本　　健	（（医）橋本クリニック）�
瑞穂区汐路町 2-1-2

○�安藤　友一	（（医）あんどうファミリークリニック）	
千種区宮根台 1-7-7

○�寺境　宏介	（じけい内科外科クリニック）	
北区中味鋺 3-402-1

○�森　　公一	（（医）栄整会　米田病院）	
西区枇杷島 1-11-5

○�小林　弘幸	（木洩れ日こころのクリニック）	
中村区名駅 3-22-8 大東海ビル 3F

○�寺島　照雄	（（医）寺島整形外科）	
中村区則武 2-9-17

○�西川　大輔	（かめじま耳・鼻・のどクリニック）	
中村区亀島 1-8-29

○�加藤　芳理	（（医）寿芳会　加藤内科胃腸科）	
中区丸の内 3-16-16

○�北村　悠樹	（きたむら腎・泌尿器科クリニック）	
中区大須 3-14-43 大須第 2アメ横ビル 3F

○�中村　知史	（中村内科ハートクリニック）	
港区本宮町 1-55

○�中西　陽子	（よびつぎクリニック）	
南区呼続 2-13-5

○�宮本　亮佑	（藤が丘こどもあクリニック）	
名東区明が丘 52-2 プレスティア藤が丘 1階

〈採　用〉名医㈱保険事業部 内田美也古 （2026.8.1付）

〈採　用〉健診部 古澤　可奈 （2026.9.1付）

〈採　用〉名医㈱ORCA推進事業部 金野　花音 （2026.9.1付）

〈採　用〉名医㈱ORCA推進事業部 伊藤　良恵 （2026.10.1付）

〈退　職〉健診部 瀬戸　可奈 （2026.7.28付）

〈退　職〉健診部 古川　清恵 （2026.9.16付）
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暑い、熱い名古屋場所

川村益生
（熱田区）

令和６年に「愛知県体育館で59回」と題して投
稿させていただいて２年が経ちました。今年も夏の
暑い、暑い、熱い名古屋場所が７月12日から26日
までIGアリーナで開催されました。今場所は、休
場明けの豊昇龍と大の里の両横綱の状態は？大関霧
島の綱取りは成るのか？関脇に陥落した安青錦の大
関復帰は？等々上位陣への注目を持たれた方が多
かったことと思います。両横綱の活躍が見られな
かったことは残念でしたが、関脇・安青錦が12勝
３敗で並んだ大関・霧島、関脇・熱海富士との優勝
決定巴戦を制し、見事に３場所ぶり３度目の幕内最
高優勝を勝ち取るという感動を届けてくれました。
大関から陥落した場所での直行復帰を決めての優勝
は史上初となるそうです。10勝して大関復帰を決
めて来場所に備えて休場したらと思ったことが恥ず
かしくなりました。また今場所の千秋楽においては、

幕下優勝も６勝１敗で並んだ７人（生田目、旭富士、
竜鳳、不動豊、若雅、三田、花の海）による幕下優
勝決定トーナメントで争われ楽しませてもらいまし
た。トーナメント戦を制したのは旭富士で、４場所
連続で序ノ口から序二段・三段目・幕下までの各段
優勝を史上初の快挙として達成することとなりまし
た。今後に注目ですね。
熱田区出身の元幕内玉飛鳥は昨年９月に大嶽部屋
を継承して大嶽親方となり、初めてのご当地名古屋
場所を迎えました。生まれ育った場所で宿舎を構え
たいという思いで、母校・日比野中の学区内に部屋
宿舎と稽古場（場外市場「大名古屋食品卸センター」
の駐車場）を設けました。「少しでも地元の方々に
喜んでもらえたら、熱田区、日比野が盛り上がって
もらえたら」との思いのようです。また、多くの皆
様からご厚意を受けて無事に名古屋場所を終えるこ
とができ感謝感激のようです。来年も熱い名古屋場
所が来ることを祈りながら筆を置かせていただきます。
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立山黒部アルペンルートの旅

石川敦子
（中川区）

2025年７月の海の日の連休に、富山で学会が開
催される機会があり、一度は訪れてみたいと思って
いた立山黒部アルペンルートを旅しました。
立山黒部アルペンルートは、富山県と長野県を結
ぶ全長約37kmの世界有数の山岳観光ルートです。
自家用車では通り抜けることができず、ケーブルカー
や高原バス、ロープウェイなどを乗り継ぎながら、
標高3,000m級の北アルプスを横断する、日本でも
他に類を見ない山岳観光ルートです。
土曜日の午前診療を終え、名古屋駅から高山本線
を走る特急「ひだ」に乗車しました。飛騨川沿いの
渓谷や山々の景色を眺めながら約４時間、車窓を楽
しんでいるうちに富山へ到着しました。
翌日は学会に参加し、多くの先生方との交流もで
き、充実した一日を過ごしました。
翌朝８時、富山駅に隣接する電鉄富山駅から立山
行き特急に乗車しました。市街地を抜けると、のど
かな田園風景は次第に山深い景色へと変わり、単線
ならではの対向列車との行き違いも旅情を感じさせ
ます。立山駅手前では車内アナウンスが流れ、千垣
橋梁から望む常願寺川の渓谷が紹介されました。切
り立つ岩肌と清流が織りなす雄大な景色に、アルペ
ンルートへの期待が一層高まりました。
立山駅からはケーブルカー、高原バス、ロープウェ
イ、黒部ケーブルカーなどを乗り継ぎ、北アルプス
を横断します。一日にこれほど多くの乗り物を利用
する旅は初めてで、それもアルペンルートならでは
の魅力でした。
最も印象に残ったのは、標高約2,450mの室堂で

す。みくりが池周辺には７月にもかかわらず雪が残
り、エメラルドグリーンの湖面と立山連峰が織りな
す景色は、まさに別世界でした。名古屋では真夏の
暑さでしたが、高地の爽やかな空気の中では予想以
上に暖かく、軽装でも快適に散策を楽しむことがで
きました。高山植物を眺めながら歩き、名物のブルー
ベリーソフトクリームを味わい、さらに幸運にも国
の特別天然記念物である雷鳥に出会えたことは、忘
れられない思い出となりました。
黒部ダムでは、その壮大なスケールとエメラルド
グリーンの湖面に圧倒されました。険しい山岳地帯
に世界有数のアーチ式ダムを築き上げた先人たちの
技術と努力に思いを馳せながら、その迫力ある景観
を堪能しました。
その後、長野県側へ抜け、扇沢から松本駅を経て
夜には名古屋へ帰着しました。
学会で新しい知識を学び、その翌日は日本を代表
する山岳景観に癒やされるという、とても贅沢な三
日間でした。学びと感動、そして大自然に癒やされ
たこの旅は、忘れられない夏の思い出となりました。
また季節を変え、雪の大谷や紅葉の立山にも訪れて
みたいと思っています。
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南アフリカの 10 月　
ジャカランダ
瑞穂区　村上 京子 先生

夜景色
（六甲山ら紀伊半島方面）
南区　西巻 春明 先生

晩秋の柿
守山区　長澤 進 先生
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熊本県での地震や千葉県・北陸地方を襲った激しい豪
雨など、この夏も日本各地で予測困難な自然災害が相次
ぎました。被災された皆様に心よりお見舞い申し上げます。
「日本医師会災害医療チーム（JMAT）」として、現場
へ向かう先生や看護師の皆様のご尽力には、胸が熱くな
ると同時に身が引き締まる思いです。
一方で、避難所での不眠不休の対応や過酷な環境によ

り、支援する側の医療従事者自身が疲弊してしまう「支
援者の被災」も深刻な課題となっています。

現場の負担を減らす鍵は、事前の「デジタル化と分散
支援」にあるのではないでしょうか。マイナ保険証の活
用をはじめ、国が進めている「電子カルテ情報共有サー
ビス」による既往歴や処方情報のリアルタイム参照、遠
隔診療システムを用いた外からの診断支援、避難者の健
康管理データの一元化などが整えば、スタッフの皆様が
本来の対応に集中できる環境が増えると思います。
医療現場を支えていただいている先生方に少しでもお

役に立てるよう、ITを活用した日常業務の改善、そし
て災害緊急時にも迅速かつ柔軟に対応できる環境構築の
推進に貢献してまいります。

K.Y

聖地巡礼
中川区　西垣 裕 先生

ワオキツネザル
守山区　生川 剛史 先生
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巻頭言
緑区
川原 昌巳
名古屋市医師会協同組合
常務理事
名医株式会社　常務取締役

表紙の写真は
初秋の北アルプス
カメラ：SONY α 6300

北区　佐野 由衣 先生


